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駅事務所WC

ハートイン・喫茶
JR
関連
施設

2　階　平　面　図

１　階　平　面　図

4,000 6,000 21,400 18,000

4,000 6,000 21,400

12,000多目的スペース
(整備内容案募集）

WC

16,000 6,0006,000

12,000湯
沸

観光案内
市窓口

EV

EV

ホーム

ホーム

改札口

EV

ホーム

EV

EV

エスカレーター

エスカレーター

エスカレーター

情報
コー
ナー
(待合）

空調チャレンジホール
（展示・会議・チャ
レンジショップ）

8,000 16,000 6,0008,000 8,000

倉
庫交流広場

階段

階
段

エレベーター

エレベーター

地域交流センター

地域交流センター

米子← →鳥取

※表示寸法につきましては、変更することがありますので、ご了解ください。

１階部分はWC

EV

米子← →鳥取

倉
庫

WC

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

自
由
通
路

（仮称）駅地域交流センターにご意見を
　倉吉駅の周辺では、国道１７９号や小田橋をはじめとする県道、駅北の区画整理事業などが進められ
ています。これは、倉吉駅周辺まちづくり構想に基づき県と市で役割分担をしながら進めているもので、
平成２０年度からはいよいよ自由通路および駅の橋上化事業に着手の予定となりました。また、これに
伴い現在の駅舎も取壊し、機能を充実させて地域交流センターとして整備することになりました。
　この地域交流センター（図面右側、緑色部分）の整備につきまして、市民や観光客のみなさんが有効に利
用できる施設にしていくため、１階多目的スペースおよびその他の整備内容について、市民のみなさん
のご意見ご要望を募集します。７月１５日までに郵送、ファクシミリ、電子メールなどでお寄せください。
お寄せいただいた主なご意見につきましては、後日ホームページで公開します。
　なお、詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

※送付先・問合せ先
倉吉駅周辺整備事務所（あ 26-2823　い 26-2831　メール：ekishuhen@city.kurayoshi.tottori.jp）

＊整備計画案
全体：鉄骨造2階建　約1,000㎡前後
整備をしようと検討している施設（機能）　
　・ 多目的スペース（整備内容案募集）
　・ チャレンジホール（展示、会議、チャレンジショップなど）
　・ 観光案内、市窓口（住民票・納税証明など）
　・ 情報コーナー（ビデオ、パソコン：待合兼）
　・ エスカレーター
※ 地域住民の相互交流を目的とし、地域活性化の拠点として
　 文化・交流などのコミュニテイ活動を支えるために必要な
　 施設の整備が可能です。
※ ただし、収益を目的とした店舗スペースなどは整備できま
　 せん。
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日程 会場 講師 テーマ

1 7月 22日（日）
13：30～

15：00
※開講式

倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

生活学科
住居・デザイン専攻

教授　中村  光彦

倉吉の街並み景観
～地域の個性ある景
観を考える～

2 8月 3日（金）
13：30～

15：00

倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

生活学科
住居・デザイン専攻

教授　河村  壮一郎

倉吉で暮らす心

3 8月 17日（金）
13：30～

15：00

倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

生活学科
住居・デザイン専攻

准教授　浅井  秀子

倉吉の商人の暮らし
～旧牧田家住宅が語
るもの～

4 9月 16日（日）
13：30～

15：00

倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

生活学科
住居・デザイン専攻

教授　石野  眞

倉吉の美術
～郷土の画家　前田
寛治の表現～

5 10月 7日（日）
13：30～

15：00

倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

生活学科

住居・デザイン専攻

講師　前田  夏樹

倉吉の街並みと
明かり

6 10月21日（日）
13：30～

15：00
※閉講式

鳥取短期大学

（大学祭期間中）

コーディネーター
住居・デザイン専攻

教授  中村 光彦
パネラー
鳥取県建築士会
まちづくり委員長    倉恒  俊一
㈱赤瓦取締役          里見  泰男
画家                       足立  純子
鳥取短期大学
地域交流センタ－長 中嶋  邦彦

〈シンポジウム〉
倉吉の暮らしを
考える

【
ね
ら
い
】

　

私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
か
か

わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
伝
統
文

化
や
伝
統
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

仕
事
や
、
そ
の
技
術
の
上
に
生
ま
れ
た

新
た
な
技
に
よ
り
、
生
活
文
化
を
あ
ら

わ
す
私
た
ち
の
仕
事
が
地
域
を
育
み
、

発
展
し
、
い
ま
の
倉
吉
を
創
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。
先
人
が
創
り
あ
げ
て
き
た

地
域
へ
の
思
い
、
そ
の
技
と
こ
こ
ろ
を

学
び
ま
す
。

主　

催

：

倉
吉
市
教
育
委
員
会

対　

象

：

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

定　

員

：

１
５
０
人

会　

場

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

受
講
料

：

一
講
座
５
０
０
円
※
大
学
生

以
下
無
料

申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
（
あ
２
２
ー

８
１
６
７

／
い
２
２
ー

１
６
３
８
）

■学習プログラム　　＊とっとり県民カレッジ連携講座です。

回 日程 内容・講師など
第 1回  7月 7日（土）

13：30～

15：00

テーマ：鳥取の伝統文化といまに息づく職人の技

講　師：鳥取県立博物館学芸員　三浦  努

第 2回  7月 28日（土）

13：30～

15：00

テーマ：地域の風土と建物

～牧田家建物に見る職人の技～

講　師： 鳥取県木造住宅推進協議会

　　　　中部支部長　倉恒  俊一
第 3回  9月 8日（土）

13：30～

15：00

テーマ：誇れる農産物の知恵と技

～鳥取二十世紀梨を支えた人と技～

講　師：全国農業協同組合連合会　鳥取県本部

　　　　副本部長付技術嘱託　井上  耕介
第 4回  9月 29日（土）

13：30～

15：00

テーマ：あそびとこころ

～郷土玩具の手仕事のぬくもり～

講　師：倉吉文化財協会会長　名越  勉
第 5回 10月 20日（土）

13：30～

15：00

テーマ：現代生活に活かされる伝統技術

～因州和紙　世界の逸品へ～

講　師：谷口和紙株式会社

　　　　代表取締役　谷口  博文

「
み
ど
り
の
愛
護
」

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
２
日
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
、

第
18
回
全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」の
つ
ど

い
で
倉
吉
市
の
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル「
プ
チ
フ
ラ
ワ
ー
」が
花
と

緑
の
愛
護
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
団

体
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
プ
チ
フ
ラ
ワ
ー
」は
市
内
を
花
で
飾
る

た
め
、
主
に
倉
吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
を

中
心
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
水
や

り
、
施
肥
な
ど
の
世
話
を
メ
ン
バ
ー
が

毎
日
交
代
で
行
わ
れ
て
お
り
、
季
節
ご

と
に
色
と
り
ど
り
花
を
植
え
替
え
、
一

年
中
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
活
動
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
全
体
の
緑
化
活
動
と
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
協
力

し
、
市
内
の
緑
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
公
開
講

座
も
今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
第

15
回
講
座
は
、
私
た
ち
の
平
素
の
研
究

か
ら
、
倉
吉
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝

統
、
生
活
と
文
化
に
つ
い
て
考
え
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に「
倉
吉
の
暮
ら

し
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
考
え
、
と
も

に
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
象
者

：

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

定　

員

：

１
５
０
人　

受
講
料

：

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

：

鳥
取
短
期
大
学

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
倉
吉
市
福
庭

８
５
４　

あ
２
６
ー

９
１
３
８
／
い

２
６
ー

１
８
１
３
）

■学習プログラム　　　　＊とっとり県民カレッジ連携講座です。

平
成
19
年
度　

鳥
取
短
期
大
学
公
開
講
座

「
倉
吉
の
暮
ら
し
を
考
え
る
」受
講
者
募
集
！

平
成
19
年
度
倉
吉
市
生
涯
学
習
講
座　

受
講
者
募
集
！

鳥
取
の
歴
史
に
み
る
仕
事
人
の
技
と
こ
こ
ろ

〜
地
域
を
育
ん
だ
先
人
か
ら
学
ぶ
〜

※全講座（５講座）を受講された人には修了証書を交付します。
※都合により、日程、内容が変更になる場合があります。
※各講座、定員になり次第申込受付を終了します。
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倉
吉
市
観
光
協
会

　
　
　

平
成
19
年
度
表
彰
者

　

５
月
27
日（
日
）、
平
成
19
年
度
倉
吉

市
観
光
協
会
通
常
総
会
と
観
光
事
業
功

労
者
お
よ
び
優
良
従
業
員
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
観
光
振
興

に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
観
光

事
業
功
労
者
一
団
体
と
優
良
従
業
員
９

人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

倉
吉
市
の
観
光
発
展
の
た
め
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
観
光
事
業
功
労
者
）

あ
き
な
い
中
心
倉

（
優
良
従
業
員
）

﹇
日
本
交
通（
株
）倉
吉
営
業
所
﹈

吉
原
日
出
男
さ
ん
、
藤
井
博
行
さ
ん
、

椿
幸
子
さ
ん

﹇
日
ノ
丸
自
動
車（
株
）倉
吉
営
業
所
﹈

福
田
清
文
さ
ん
、
田
中
栄
二
郎
さ
ん

﹇
倉
吉
交
通（
株
）﹈

田
中
厚
志
さ
ん
、
福
本
通
明
さ
ん

﹇
日
ノ
丸
ハ
イ
ヤ
ー（
株
）倉
吉
営
業
所
﹈

青
砥
勝
美
さ
ん
、
門
田
則
重
さ
ん

『世界の仲間と友（共）に！』
－国籍・言語・文化の違いを認め、尊重しあう
「多文化共生社会」の実現をめざして－

　さまざまな国の人たちと、各国の料理を味わい、日本の昔遊びを
楽しみながら、交友の輪を広げてみませんか！
　アフリカンパーカッションの演奏＆ワークショップ、さらに、ゲ
ストとしてシンガーソングライターの南 正人さんを迎え、世界各
国を巡り歩き、さまざまな体験談から誕生した歌とトークを聞きな
がら、“世界はひとつ”ということを体験してみましょう。
と　き：６月３０日（土）午前 11 時～午後 8時
ところ：倉吉未来中心 アトリウム、リハーサル室
[ 内 容 ]
アトリウム： 世界の料
理バザー（10 カ国）、日
本の昔遊び体験、アフリ
カンパーカッションバン
ド「アイヤ」演奏＆ワーク
ショップ、ギター弾き語
りライブ ／午前 11 時～
午後 6時
リハーサル室： 南 正人
トーク＆ライブ 「歴史を
語る－日本列島物語－」 ／午後 6時～ 8時
入場料：南 正人 トーク＆ライブ ／ 1,000 円（高校生以下無料）
プレイガイド：倉吉未来中心、工房 GURUGURU（国府）
共　催：（財）鳥取県国際交流財団　後　援：倉吉市
※問合せ先：工房 GURUGURU(あ 28―2585)

●倉吉市保存樹の紹介・・・③

日吉神社の森（倉吉市関金町関金宿）
倉吉市保存林指定番号１０９
（平成 18 年２月 20 日指定）
主な樹種：スダジイ、タブノキ、スギ、ケヤキ、
エノキなど
面　　積：３，８８１㎡
・関金宿を流れる矢送川に沿う日吉神社は、国
道313号からも一際目を引く緑の存在です。

・緑の社
しゃそう

叢はスダジイ、タブノキ、エノキ、
ヤブツバキなど多くの樹種が混交する照葉樹
林です。
・この豊かな植生は郷土の誇りであり、古代の潜
在植生を分析する上で貴い森といえます。
（倉吉市の緑を守り育てる審議会会長　森本
　満喜夫）

※問合せ先：市民参画課（あ 22－8159 ／い 23－3701）

　

「
遥
か
な
ま
ち
倉
吉
」
の
創
造
を

テ
ー
マ
に
推
進
し
て
い
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
も「
淀
屋
」「
里
見
」

と
倉
吉
と
の
縁
を
地
域
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。「
あ
き
な
い
中
心

倉
」主
催
の
歴
史
講
談
は
、
市
内
西
町

に
あ
る
国
登
録
有
形
文
化
財「
豊
田
家

住
宅
」に
お
い
て
、
毎
週
土
曜
日
・
日

曜
日
に
観
光
客
は
も
と
よ
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
講
談

　

倉
吉
談
語
の
会

と　

き
：

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ

：

国
有
形
文
化
財
豊
田
家
住

宅（
久
米
郡
倉
吉
驛え
き

）

木
戸
銭（
入
場
料
）

：

５
０
０
円

【
歴
史
講
談
の
あ
ら
す
じ
】

●
倉
吉
レ
ト
ロ
ま
ち
か
ど
博
物
館

　

江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
の
各
時
代
の

個
性
が
混
在
す
る
魅
力
を
多
く
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
た
だ
い

ま「
豊
田
家
」
の
あ
る
西
町
か
ら
魚
町

に
か
け
て「
レ
ト
ロ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を

つ
く
り
、「
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭

和
」の
懐
か
し
い
も
の
、
珍
し
い
も
の

を
各
店
舗
で
展
示
し
、
街
全
体
を
展

示
会
場
と
す
る「
倉
吉
レ
ト
ロ
ま
ち
か

ど
博
物
館
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
秋
に
は
、
総
合
芸
術
文
化
祭
に

あ
わ
せ
て
特
別
展
示
も
行
い
、
機
運

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

商
工
観
光
課
（
あ
２
２

－

８
１
５
８／

い
２
３

－

８
１
３
６
）

　

地
域
資
源「
淀
屋
」「
里
見
」シ
リ
ー
ズ
②

「
第
５
回
鳥
取
県
総
合
芸
術
文
化
祭
」　
　

倉
吉
の
歴
史
講
談
と
倉
吉
レ
ト
ロ　
　
　

『
淀
屋
の
光
と
影
』
〜
泰
平
の
世
の

傍
を
も
遥
か
に
し
の
ぐ
、
も
う
ひ
と

り
の
淀
屋
・
牧
田
仁
右
衛
門
〜

　

大
都
会
大
阪
の
中
心
に
架
か
る「
淀

屋
橋
」の
名
前
の
元
と
な
っ
た
天
下
の

豪
商「
淀
屋
家
」は
、
五
代
目「
淀
屋
辰

五
郎
」の
時
に
、
財
産
没
収
・
大
坂
処

払
い
の
極
刑
を
受
け
て
没
落
。
し
か

し
そ
の
後
、
先
代
の
番
頭
で
あ
っ
た

「
牧
田
仁
右
衛
門
」の
徹
底
し
た
陰
働

き
に
よ
っ
て
、「
淀
屋
」は
再
興
し
た

の
で
す
。
実
は
こ
の「
牧
田
仁
右
衛
門
」

が
、
倉
吉
の
出
身
で
稲
扱
き
千
刃
の

発
展
普
及
に
深

く
関
与
し
、
倉

吉
と
大
坂
の
橋

渡
し
を
し
、
倉

吉
の
産
業
発
展

の
礎
と
な
っ
た

「
淀
屋
清
兵
衛
」

の
元
祖
だ
っ
た

の
で
す
。

『
た
ま
ゆ
ら
の
人
生
、
里
見
安
房
守

忠
義
』
〜
重
陽
の
儀ぎ

は
転
落
へ
の

幕
開
け
だ
っ
た
〜

　

ご
存
知
、
滝
沢
馬
琴「
南
総
里
見

八
犬
伝
」
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
て
い

る
、
房
総
里
見
十
代
里
見
安
房
守

忠
義
の
無
念
の
想
い
、
真
実
の
里

見
の
歴
史
を
語
る
新
作
歴
史
講
談
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
ご
ろ
、
幕
府

の
陰
謀
に
よ
っ
て
国
替
と
な
っ
た

里
見
忠
義
主
従
は
、
こ
こ
倉
吉
の

地
で
終
焉
、
東
町
に
あ
る
古
刹「
大

岳
院
」
に
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
事

実
は
小
説
よ

り
も
恐
ろ
し

い
、
里
見
安

房
守
忠
義
の

生
涯
は
蜻
か
げ
ろ
う蛉

の
よ
う
な
人

生
で
あ
っ
た

の
で
す
。

里見忠義公の墓がある
大岳院

淀屋清兵衛一族の
墓がある大蓮寺
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咲
き
誇
る
あ
じ
さ
い
の
花
、
白
無
垢

姿
の
花
嫁
な
ど
、
日
本
の
６
月
は
平
穏

で
幸
せ
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
韓
国
の

６
月
も
花
が
た
く
さ
ん
咲
く
、
美
し
い

季
節
で
す
が
、
反
面
悲
し
み
を
感
じ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

１
９
５
０
年
６
月
25
日
に
韓
民
族
最

大
の
悲
劇
と
言
わ
れ
る「
朝
鮮
戦
争
」が

起
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
国
を
守
ろ

う
と
し
て
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
韓
国
政
府
は
毎
年
６
月
を「
保
国

報
訓
」
の
月
と
定
め
、
参
戦
兵
の
犠
牲

精
神
と
愛
国
心
を
称
え
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
子
供
の
こ
ろ
は
６
月
に
な
る

と
、「
朝
鮮
戦
争
」の
苦
し
み
を
考
え
な

が
ら
北
朝
鮮
の「
共
産
主
義
」に
打
ち
勝

た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を

描
い
た
り
、
ま
た
、
作
文
を
書
い
て
弁

論
大
会
を
開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。
当

時
は
学
校
か
ら
徹
底
的
に
反
共
教
育
を

受
け
た
た
め
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
印
象

は
怖
く
て
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
で
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
友
だ
ち

が
、
北
朝
鮮
の
人
々
を
狼
み
た
い
な
怖

い
動
物
で
、
そ
れ
も
真
っ
赤
な
色
で
描

い
た
り
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
０
年
６
月
の
南

北
首
脳
会
談
の
後
、
北
朝
鮮
に
関
す

る
認
識
が
変
わ
り
、
最
近
は
同
じ
民
族

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
雰
囲
気
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
雰
囲
気

は
、
先
月
北
朝
鮮
と
韓
国
を
結
ぶ
京
義

線（
キ
ョ
ン
イ
ソ
ン
）・
東
海
線（
ト
ン
ヘ

ソ
ン
）
の
列
車
が
休
戦
ラ
イ
ン
を
超
え

て
試
運
転
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

至
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
世
代
で
、
北
朝
鮮
に
親
戚
が
い

る
わ
け
で
も
な
い
私
で
す
が
、
南
北
を

走
っ
て
い
る
列
車
を
み
て
、
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
だ
れ
か
に
教
え

て
も
ら
っ
た
感
情
で
は
な
く
、
私
の
奥

底
か
ら
起
き
た
自
然
な
反
応
で
し
た
。

　
「
南
北
列
車
」の
継
続
的
な
運
行
が
可
能

に
な
り
、
物
資
だ
け
で
は
な
く
て
、
人
の

心
ま
で
運
ん

で
く
れ
る
日

が
早
く
来
る

よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

「
朝
鮮
戦
争
」勃
発
か
ら
57
年

今月のキーワード
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남북을 달려요.
南北を走ります。
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倉吉市営温水プール　
　〒 682－0816　駄経寺町198－2　あ 47－1186　い 47－1187
　営業時間：午前１０時～午後９時
　休館日：第１・第３月曜日（祝日の場合は翌日）

伯耆しあわせの郷
　倉吉市小田458　あ 26―5581　い 26―5633 
　利用時間：午前9時～午後8時  　休館日：月曜日

●次の教室の受講生を募集します！
教室名
（講師）

日　　時 定員
受講料
（回数）

男性のための料理教室
（杉本美智子さん）

７月２０日（金）
午前10時～午後１時

15 人
500円
（１回）

＊ 手作りの夏野菜カレーなどを作ります。
申　込： ６月２０日（水）の午前９時から先着順に受け付け

定員になりしだい締切
 ・一部の教室を除き、受講料のほかに材料費などが必要です。
・ 託児を希望される人は、教室申込のときにご相談ください。
※申込・問合せ先：伯耆しあわせの郷

●織物教室作品展のご案内
　伯耆しあわせの郷で開講している織物教室の受講生によ
る作品展を開催します。
と　き：６月１５日（金）～２６日（火）
　　　　午前１０時～午後５時
ところ：ギャラリー藍（ベターライフ・イドガキ内）
　　　　倉吉市堺町３丁目

倉吉スポーツセンター
　倉吉市葵町591―1　あ 22―5674　い 22―5684
　利用時間：午前8時30分～午後10時  
　休館日：年末年始（12/29～1/3）

父の日特別企画・優待券プレゼント
　６月１７日（日）にご来場いただいたお客様のうち、お子様同
伴でご来場いただいた男性（お父さん）に、もれなく次回ご優待
券（無料券）を進呈いたします。ご家族そろってのご来場をお待
ちしております。
ご優待券の進呈：１家族１枚
進呈日　　　　：６月１７日（日）
優待券利用期限：７月３１日（火）まで

●「救急蘇生法」講習会を開催
　救急講習ならびに自動体外式除細動器（ＡＥＤ）な
どを使った救命救急処置の習得を倉吉消防署におい
て開催します。
と　き：７月３日（火）
　　　　午後１時３０分～４時３０分まで
ところ：倉吉消防署（現地集合）
参加費：無料
講　師：倉吉消防署　消防士
定　員：２０人
申　込： ６月２１日（木）の午前９時から先着順に

受け付け定員になりしだい締切
※申込・問合せ先：（財）倉吉市教育振興事業団（倉吉ス

ポーツセンター）

●バウンスボール教室を開催
　鳥取で生まれた新しい生涯スポーツです。子ども
から大人まで、年齢、性別に関係なく、日常スポー
ツに親しみの少ない人々も気軽にゲームを行うこと
ができます。
と　き：7月 ２日（月）・９日（月）の２日間
　　　　午後７時３０分～９時３０分まで
ところ：倉吉スポーツセンター　体育館
講　師：黒田多美子さん
（倉吉市体育指導委員・バウンスボール協会役員）　
定　員：２０人
＊受講料は不要ですが、保険料 （１００円・2日分） 
が必要です
＊運動のできる服装・タオル・上履きなど持参して
ください
申　込： ６月２１日（木）の午前９時から先着順に

受け付け定員になりしだい締切
※申込・問合せ先：（財）倉吉市教育振興事業団（倉吉ス

ポーツセンター）

北朝鮮に向かって
走る南北列車




